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令和４年度宮城県検証改善委員会は,「全国学力・学習状況調査」の調査 

結果等を踏まえ,本県の児童生徒の学力向上に係る分析と対応策について， 

協議・検討を重ね報告書としてまとめています。 

報告書には，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けての学校改善・授 

業改善を推進させる取組や，国語，算数・数学及び理科の授業づくりに関する 

提案等がまとめてあります。 

 また，学習指導の改善・充実のために作成した動画や過去の報告書，みやぎ 

理科支援ナビ等にも２次元コードからアクセスできます。必要な資料を確認し 

たり，ダウンロードしたりして活用してください。 

 

 

学校質問紙の回答状況や児童生徒質問紙調査の結果を合わせて課題を確認することで，育成を目指す児童

生徒の姿を明確にすることが出来ます。 

 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて Ⅰ 

育成を目指す児童生徒の姿を明確にして指導に生かしましょう。 

主体的に学ぶためのポイントは，自己調整，自己選択，学びの共有です。

です。 

(令和４年度宮城県検証改善委員会報告書ｐ1 より) 

(令和４年度宮城県検証改善委員会報告書ｐ２より) 
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 実際に問題を解いてみることで，今，求められている資質能力とはどのようなものなのか，という 

メッセージを感じ取ることができます。学習指導要領の目標・内容と照らし合わせてみることも大切です。 

 

全国学力・学習状況調査問題を授業改善に活用しましょう。 

近隣等の中学校（小学校）と合同で

授業研究などの研修を行っている実

践例は増えてきています。その一方

で，教育課程の接続や教科等の目標設

定等，教育課程に関する共通の取組を

行っている実践はまだ多く見られま

せん。中学校区ごとに児童生徒の実態

を把握し，育てたい力を明確にするこ

とが求められます。 

家庭学習の量的・質的向上を図りましょう。 

テレビゲームや SNS・動画

視聴に多くの時間を費やし

ている傾向が見られます。こ

のことから，家庭学習の時間

を十分に確保できていない

ことが考えられます。各学校

で，「家庭学習の習慣づくり」

や，「家庭学習の時間を現状

より増やすための働き掛け」

等の取組を更に充実させる

ことが求められます。 

(令和４年度宮城県検証改善委員会報告書ｐ４より) 

(令和４年度宮城県検証改善委員会報告書ｐ３より) 

(令和４年度宮城県検証改善委員会報告書ｐ２より) 
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R3県検証改善委員会は,「全国学力・学習状況調査」の調査結果を分

析するとともに,それに基づいて学校改善,授業改善のための資料を作成し,

小学校教員には一人１冊ずつ，中学校には５冊ずつ配布しております。各学

校において，校内研修会や授業づくりに活用してください。中学校では必要

なところをコピーしたり，ダウンロードしたりして活用してください。 

☜  こちらから平成 19年度から令和３年度までの「検証  

改善員会報告書」をダウンロードすることができます。 

下の表は今年度の報告書の学校改善・授業改善のペ 

ージから一部抜粋したものです。定期的に自己チェック 

することが大切です。 

(令和３年度宮城県検証改善委員会報告書ｐ1 より) 

  

 

授業改善・学力向上の PDCA サイクルを確立し  

ましょう。そのためには，全国学力・学習状況調  

査や各種学力調査の結果を分析し，実態把握「R(リ 

サーチ)」することが大事です。個人レベルでの実 

践，学年部，教科部会などで協働による取組を推 

進しましょう。 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて Ⅱ 

(令和３年度宮城県検証改善委員会報告書ｐ15 より) 

全国学力・学習状況調査問題を授業改善に活用しましょう。 
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【ポイント１  育成を目指す資質・能力を明確にした単元を構想】 

□ 単元を通して身に付けさせたい資質・能力が明らかになっているか。  

□ 単元のねらいに迫るために，単元を貫く学習課題が設定されているか。 

□ 単元のねらいに迫るための手立てが示されているか。 

□ 各教科の見方・考え方を働かせることができる単元計画になっているか。 

□ 指導と評価を一体化して進める計画となっているか。 

 （「指導と評価の一体化のための参考資料」国立教育政策研究所参照）   ☞   

□ 単元計画を児童生徒と共有し，単元全体の学びに見通し，目標を持たせているか。 

□ 指導計画と評価規準は，学級の実態や指導の重点等を考慮した内容になっているか。 

【ポイント２  学びの主語は「子供」】 

□ 教師主導で授業が一方的に進められていないか。（一問一答形式で進められていないか）。 

□ 生徒の気付きや発言を生かし，さらに深く考えさせたり，新たな問いを持たせたりするようにしているか。 

□ 児童生徒が思考する時間（考えの根拠を明らかにする，「なぜ」「どうやって」等の問い返しなどをする

時間）を確保しているか。 

□ 言語活動に取り組ませる「ねらい」をしっかりと持っているか。そのねらいを児童生徒と共有しているか。 

□ 振り返りの視点を与え，文字言語で振り返

らせることを行っているか。 

□ 児童生徒一人一人のよい点や可能性， 

進歩の状況について児童生徒に伝えている

か。 

【ポイント３  効果的な ICT活用】 

□ タブレットの活用で学習が深まっているか。    

思考の深まりに結びついているか。 

□「全員でタブレットを活用する場面」，「全員

でノート等に書く場面」，「個々でタブレットを

活用するのか，ノート等に書くのか選択できる

場面」などの意図的な場面分けがされている

か。 

□タブレットの使用に集中するあまり，教師対児

童生徒，児童生徒同士の対話が少なくなって

いないか。 

※ StuDX Style（スタディーエックス スタイル）

文科省 に様々な事例等 参照 

      ☟ 

「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善のポイント３ 

（令和３年度宮城県検証改善委員会報告書ｐ22 より） 
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「協働による授業づくり」の充実に向けて 

令和２年度の報告書には,「協働による授業づくり」を通した授業改善が示

されています（P7～P8）。 

また,平成 30 年度に当教育事務所から,リーフレット「協働による授業づくり

で目指したいもの」を発行しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お手元にある冊子をご活用ください。また,ウェブサイトからダウン

ロードすることも可能です。 

R2 検証改善委員会報告書 

H30 気仙沼教育事務所 

「協働による授業づくり」の目的 

■一人一人の教員が「子供の学校生活の中心は授業である」とい

う原点に立ち戻ること。 

■学校が組織として「子供の声を聴き・ほめ・認める授業づくり」と

「互いに認め合う学級づくり」のために校内での日常的な学び 

合いによる教員の指導力向上を図ること。（宮城県教育委員会） 

教師の学び合い 

成長実感・新たな意欲 

新しい気付き 

異なる経験年数 

 

異なる専門教科 

 

多様な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ,「協働による授業づくり」が必要なのか 

指導案の通りに授業が展開しなかった。 

想定外の方向で子供の学びが展開した。 

 
授業づくりの難しい

ところです。 

 他者から助言された内容を自分の中で問い直すこと,省察することが有効ですね。 

 

医者,法律家 
〇明確な目的を有し,人々も納得 
〇学問的に原理付けることができる 
〇科学に基づく厳密な技術的知識
を有する 

教師 
〇目的は変わりやすく,あいまい 
〇不安定,不確実,独自,価値葛藤 
〇技術的知識を有することができ
ない 

教師は実践を通して,実践の中の知を獲得する必要があります。 
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「協働による授業づくり」に取り組むに当たって 

取組の方法については「報告書」や「リーフレット」に手順や具体例が示されていますので,そちらを参照して

ください（以下のＱＲコードから参照可能）。 ここでは,「協働による授業づくり」に当たって,「授業の見方」と

「リフレクション（省察）」について記しますので,実践の際の参考にしていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お手元にある冊子をご活用ください。また,ウェブサイトからダウンロードすることも可能です。 

R2 検証改善委員会報告書 H30 気仙沼教育事務所 

 

①「指導者である教師を通して見るベクトル」 

②「学習者である子供を通して授業を見るベクトル」 

この２つのベクトルから授業を見る（構想する・省察 

する）ことが大切です。どちらも大切ですが,よく②が抜 

け落ちることがあると言われています。 

 

 

リフレクション（省察）には３つの段階があります。 
（国立教育政策研究所 千々布 敏弥 氏） 

①「技術的リフレクション」 

 ・指導案や板書,発問などの指導技術や指導法の検討。 

②「実践的リフレクション」 

 ・目指す子供像や授業のねらいに即した授業の検討。 

 ・子供の様子や発言の解釈,それらに応じた指導の検討。 

③「批判的リフレクション」 （批判するという意味でなく） 

 ・授業において意識すべき目的の再検討。 

 ・学習指導要領の主体的な解釈,それをもとにした教科書 

の解釈,授業の構想。 

 

授業の見方 

リフレクション（省察） 

R2 国立教育政策研究所  

報告書やリーフレットにある「手順」

や「取組例」は参考になりますね。 

 

しかし,授業づくりには「②実践的リフレクション」さらには「③批判的リフレクション」が大切なのです。 

 

子 子 子 子 子 

子 子 子 子 子 

黒 板 

参観者Ａ 

参観者Ｂ 

教 師 

子 子 子 子 子 

子 子 子 子 子 

そして,それらの多くは「①技術的リフレクション」に当てはまります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

による授業づくりで 

目指したいもの 

 

 

 

 

 
 

平成３１年３月 宮城県気仙沼教育事務所 

協 働 

協働による授業づくりを通して，｢目の前の子供を大切にした授業｣

を更に充実させ，子供たちの｢できた！｣｢楽しかった！｣の声や笑顔で

満たされる教室を目指しましょう！ 
 

 本リーフレットは，協働による授業づくりのポイントや留意点を，

｢構想編｣と｢実践編｣の２つの視点で捉えて作成しました。自校の実態

を踏まえ，日々の授業改善，協働による授業づくりの推進に活用くだ

さい。 

 

資料『５つの提言』再確認 

 

■ 協働による授業づくり｢構想編｣ 
 

■ 協働による授業づくり｢実践編｣ 



協働による授業づくり  

Q１ 目的は？ 

A１ 

■ 一人一人の教員が｢子供の学校生活の中心は授業である｣という原点に立ち戻ること 

■ 学校が組織として｢子供の声を聴き・ほめ・認める授業づくり｣と｢互いに認め合う学級づくり｣のために

校内での日常的な学び合いによる教員の指導力向上を図ること（宮城県教育委員会） 

 

Ｑ２ 具体的な流れは？ 

A２ 

まず，授業者がどの時間の指導について提案するかを選び，その授業のねらいをおさえ，大まかな指導の

イメージを膨らませます。その後，それを軸に具体的な指導についてチームで検討します。検討により，指

導の流れがより明確になったところで，指導案作成に入ります。作成後は，指導の具体が明確になるような

検討を通し（模擬授業や事前授業は有効な手立てです），研究授業から事後検討会へとつなぎます。 

この流れをそれぞれの学校における検証改善（PDCA）として位置付け，よりよい実践へとつなぐことを

目指します。 

   

 

 

 

 

Ｑ３ 「協働」のメリットは？ 

A３ 

担当する学年が異なる立場から，あるいは，指導する教科が異なる立場から感じたり気付いたりした意見

は，授業者の新たな気付きを促します。そのことが，多様な児童生徒の考え方や反応を予想することにつな

がり，指導者の授業構想力が育ちます。また，それが実際の指導場面での対応力や修正力につながります。 

さらに，指導の系統性について考えることにもなり，指導観の深まりが期待できます。 

 

 

 

 

 

Ｑ４ 授業づくりの流れは？ 
A４ 

｢３つの Step｣を踏まえ，児童生徒目線での協議を大切にしながら授業をつくっていきます。 

 

 

 

 

Step1 目の前の児童生徒に対する単元全体で身に付けさせる力を明確にする。 

Step2 児童生徒の実態把握を適切に行う。 

Step3 単位時間毎の指導のねらいを明確にする。手立てを具体化する。 

構 想 編 

＊気を付けたいこと 

初めから「仕上げた指導案」を検討し，チームで修正を加えるやり方では，授業者のよりよい授業づく

りへの意欲が育ちません。｢チームで授業の骨子となるイメージを膨らませる過程｣を共有し，授業者が課

題意識を持って改善に努めることが何より大切です。 

 児童生徒の実態把握を基に，予想される反応を多様に多面的に洗いだすことで，一人一人の表情の変化や

つぶやき，発言等を生かした授業を構想することができます。授業中の児童生徒の反応に対応し，必要に応

じて，発問や時間配分等，授業の流れを修正しながら進めていくことが大切です。 

-２- 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導の手立ての具体化 
－ ｢この内容｣を｢この子供たち｣にどう指導するか具体化しましょう！ － 

Step３ 

  

➡ 目の前の子供の｢よさを生かす｣，｢課題を克服する｣観点で検討します。 

➡ 児童生徒の具体的な｢言葉｣や｢行動｣を位置付けます。 
 

  

➡ １時間毎の評価の焦点化を図ります（単元全体でバランスを踏まえた計画）。 

➡ １時間毎の定着の個人差を適切に見取りつつ，単元全体を通して身に付くよう計画的に指導します。 

 

 

 

 

 

 

単元全体で身に付けさせる力の明確化 
－ 単元（題材）について分析しましょう！ － 

Step1 

  

➡ 単元全体で身に付けさせたい資質・能力を確認します。 
 

 

 

➡ ゴールを達成するために｢時数はどの程度あるか（必要か）｣， 

｢１時間１時間をどう作っていくか｣を検討します。一つ一つの 

活動につながりを持たせ，１時間１時間の授業に，ゴールに向 

けてどんな目的があるかを位置付けます。 

児童生徒の適切な実態把握 
－ 児童生徒観を明確にしましょう！ － 

Step２ 

 

➡ 必要とされる既習について，一人一人の定着の状況を把握します。 

➡ 学習集団としてどのような傾向か把握します。 
 

 

➡ 定着が十分な層と不十分な層の，それぞれに応じた手立てを考えま 

しょう。 

単元で身に付けさせたい力の

「現状」や児童生徒の｢よさと課

題｣を見取り，｢児童生徒観｣を具

体化しましょう。可能な範囲で

の数値化を図りましょう。 

単元（全体）で身に付けさせる

力を基に，１単位時間（部分）を

構想し，｢単元観｣を具体化しましょ

う。｢次の時間までに必要なことは

何か｣，｢何を家庭学習とするか（授

業との連動）｣などを明確にしたい

ところです。 

予想される児童生徒の反応を想定し，発問を吟味しま

しょう。授業者は，学習集団の雰囲気を想定しながら 1

時間の流れをイメージしましょう。実際に事前授業や模

擬授業を行うことも有効です。 

● 導入では，特に｢どの子供も置いてい

かないこと｣を意識したいところです。 

＊定着が不十分な子供の立場で，発問を

吟味する。 

＊｢分かったつもり｣でいる児童生徒の思

考を揺さぶる。 
 

● 丁寧に説明しすぎず，児童生徒が主体

的に思考する時間を保障しましょう。 

＊特に，終末では｢もっとできるように

なりたい｣という児童生徒の意欲をそ

がないよう，時に｢手放すこと｣も･･･。 

-３- 

ゴール（ねらい）は何か 

ゴールまでどのようなステップを踏ませるか 

（バックワードデザインによる計画） 

何が十分で，何が不十分かの把握 

指導する上で，どのような配慮が必要かの検討 

児童生徒目線で 

単元全体を通して 

｢本時｣ をつくる際に検討したいこと  

子供たちに｢分かった｣｢できた｣と実感させたい瞬間を

｢山場｣とし，そこに向けどう展開するか，発問していく

必要があるかなどを逆算してつくります。 

 

□ 個の考えを基に集団で考えを共有し，それらを踏ま

え，個に戻って考えさせる学習過程 
 

□ 個人差への指導・支援（発展と補充の両面） 



協働による授業づくり 

Ｑ１ 授業の「見方」で大切にしたいことは？ 
Ａ１ 

児童生徒の表情やつぶやき，発言等から，授業のねらいに迫っているかどうかを見取ります。 

 

 

 
 

 

以下のア～ウに留意しながら，職員間で役割分担をしながら研究授業を見ましょう。 

ア 全体の流れとしてどうか（時間配分を含めて） 

イ 定着の不十分だった児童生徒の学びはどうか（どこでつまずいたか・何が難しかったか） 

ウ 定着が十分な児童生徒の学びはどうか（発展的な学びを保障できたか） 
 

 

上記ア～ウを踏まえ，授業記録を取り，事後検討会につなげます。 

 

Ｑ２ 事後検討会で大切にしたいことは？ 
Ａ２ 

本時のねらいが達成されたか，授業記録を基に検討します。成果と課題は次の実践に生かしましょう。 
 

 

事後検討会では，｢日常の授業に取り入れるための視点｣を大切にしましょう。また，話し合った改善策につ

いては，期間を決めて実践し，その効果を確認するための検討もしましょう。 
 

 

授業者のスキルや児童生徒の実態のよさを取り上げつつも，どの学級（教科）でも共有できることは実践に

つなげましょう。 

 

Ｑ３ 協働による授業づくりの継続のためには？ 

Ａ３ 

校内での研究授業を核として，協働による授業づくりを進めます。チーム構成や事前・事後検討会の持ち方

を工夫するなど，児童生徒の実態やそれぞれの職員の持ち味を踏まえ，自校化を図りましょう。その際には，

教科や担当学年の違い，教職経験の差を生かしながら無理のない実践を進めましょう。 
 

 

校内で授業の｢見方｣をそろえ，授業の｢何を｣，｢どのように｣改善すればよいのかを共有することで，教職員

全体で｢授業観｣の形成を目指しましょう。 

 

 ＊ 授業の「見方」・「生かし方」の具体的なポイント 

実 践 編 

特定の指導方法にしばられず，本時のねらい達成につながる児童生徒一人一人の表情の変化やつぶや

き，発言等を取り上げ，それを生かした授業を展開したいものです。また，学習形態や個別の支援等を

工夫することで，児童生徒一人一人の学びの実感に結び付けていきましょう。 

-４- 

職員間での役割を分担する 

授業記録を取る 

授業の｢見方｣・｢生かし方｣を共有 

教科等を横断する｢スタンダード化｣の検討 

成果の日常化に向けた視点 



＊授業の「見方」・「生かし方」の具体的なポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チームで見る 

 

➡ ｢教師を通して｣｢子供を通して｣の２つのベクトルで授業を見ます。 

➡ ｢学級全体を見る｣｢特定の児童やグループを取り出して見る｣等，検証の目的に応じた役割分担をして授

業を見ます。 
 

  

➡ 成果は｢児童生徒の表情やつぶやき，発言等の変容｣で見取ります。｢見取り方｣を職員間で共有します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｢学習意欲｣の見取り例                 

□ 子供たちから問いを引き出しているか？ 

（実態や思いに沿う展開，学習の意味を理解） 

□ 子供たちが見通しを持って探究しているか？ 

  ｢学びの実感」の見取り例         

□ ｢何ができるようになって，何ができていない

か｣等を自分の言葉でまとめているか？ 

□ 新しい問いを見いだすことができているか？ 

  ｢学び合い」の見取り例           

□ 相手や目的を理解して行っているか？ 

□ 考えのよさや本質について話し合っているか？ 

□ 自分の考えを確かめたり広げたりしているか？ 

Point

1 

日常化を目指した事後検討会 

 

➡ 授業記録を基に成果や課題の根拠や理由を明確にします。 
 

 

➡ 成果の日常化が図られているか定期的に職員で確認し合いま 

しょう。必要に応じて，評価シート（教師用／児童生徒用） 

の作成，活用を通しての授業改善も効果的です。 
 

 

➡ 研究便り等を作成し，事後検討会の成果を整理し，共有します。 

（教職員・保護者向け，中学校区での共有） 

Point

２ 

｢なぜ，それを学ぶのか｣，｢どんな力を身に付

けさせるか｣を明確にすることで，学習成果につ

ながる活動に取り組ませましょう。 

● ｢視点｣はあくまで手段・方法で

す。｢方法論｣に偏りすぎると，ね

らいが置いていかれる検討にな

る場合も･･･。 
 

● 全員が自分の考えを｢持つ｣，

｢言える｣場の設定の中で，批判や

指摘に終始せず，代案を提示し

たり，改善策を検討したりしま

しょう。 

-５- 

検証に向けて 

授業記録 

全員参加の事後検討会 

成果の実践・検証 

共有・発信 

● 他者との対話（他者の考えとのつながり）

と，自己との対話（自分の考えの再構築）の

よさや達成感を味わわせましょう。 
 

● 子供たちの声（表情やつぶやき，発言等）

を受け止め，つなぎ（子供と子供，子供と教

材），もどして（教材に，ずれを，学びを個

に）いきましょう。 



活用が求められる資料

１　授業づくり関連①

No 資料名・サイト名 ＵＲＬ QRコード

1 学習指導要領
https://www.mext.go.jp/a_menu/shot

ou/new-cs/

2 学習指導要領小学校解説
https://www.mext.go.jp/a_menu/shot

ou/new-cs/1387014.htm

3 学習指導要領中学校解説
https://www.mext.go.jp/a_menu/shot

ou/new-cs/1387016.htm

4 幼稚園教育要領解説
https://www.mext.go.jp/content/1384

661_3_3.pdf

5 令和の日本型学校教育

https://www.mext.go.jp/b_menu/shin

gi/chukyo/chukyo3/079/sonota/14129

85_00002.htm

6

【指導資料・事例集】
「指導と評価の一体化」のための学習評
価に関する参考資料
「学習評価の在り方ハンドブック」他

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/sh

idousiryou.html

7 全国学力・学習状況調査
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/ze

nkokugakuryoku.html

NITS 8
教職員支援機構
・校内研修シリーズ

https://www.nits.go.jp/materials/in

tramural/theme.html

9
学力向上対策
・５つの提言
・算数・数学ステップアップ５

https://www.pref.miyagi.jp/site/gik

you-gak/index.html

10
体力向上
・WEB運動広場

https://www.web-

square.pweb2.jp/index.php

11 自主学習英語問題
Miyagi English Library

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki

/gikyou/english-l.html

国研

文科

県

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1387014.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1387014.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1387016.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1387016.htm
https://www.mext.go.jp/content/1384661_3_3.pdf
https://www.mext.go.jp/content/1384661_3_3.pdf
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985_00002.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985_00002.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985_00002.htm
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html
https://www.nits.go.jp/materials/intramural/theme.html
https://www.nits.go.jp/materials/intramural/theme.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/gikyou-gak/index.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/gikyou-gak/index.html
https://www.web-square.pweb2.jp/index.php
https://www.web-square.pweb2.jp/index.php
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gikyou/english-l.html
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gikyou/english-l.html


１　授業づくり関連②

No 資料名・サイト名 ＵＲＬ QRコード

12 検証改善委員会報告書
https://www.pref.miyagi.jp/site/so

kyos/kensyokaizen.html

13 みやぎ単元問題ライブラリー
https://www.pref.miyagi.jp/site/so

kyos/tangen.html

14
【文献・指導案】
　教育データライブラリ

http://mnavidata.edu-

c.pref.miyagi.jp

15
【長期研修】
　各教科，領域

https://www.pref.miyagi.jp/site/so

kyos/kenkyutop.html

16
【資料・研修パック】
　道徳教育
・どうとくサポートブック　他

https://www.pref.miyagi.jp/site/so

kyos/doutoku.html

17
【資料・研修パック】
　外国語活動・外国語
・評価事例集，指導支援アイデア集　他

https://www.pref.miyagi.jp/site/so

kyos/gaikokugo.html

18
【資料・研修パック】
　理科教育
・みやぎ理科支援ナビ　他

https://www.pref.miyagi.jp/site/so

kyos/rika.html

19
【資料・研修パック】
　防災教育
・防災教育スタートパック　他

https://www.pref.miyagi.jp/site/so

kyos/bousai.html

20

【資料・研修パック】
　特別支援教育
・「みやぎ授業づくりガイド」
・「高校通級スタートパック」　他

https://www.pref.miyagi.jp/site/so

kyos/tokubetusien.html

21
【資料・研修パック】
　授業改善・学力向上
・振り返りナビ　他

https://www.pref.miyagi.jp/site/so

kyos/jyugyoukaizen.html

総セ

https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/kensyokaizen.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/kensyokaizen.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/tangen.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/tangen.html
http://mnavidata.edu-c.pref.miyagi.jp/
http://mnavidata.edu-c.pref.miyagi.jp/
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/kenkyutop.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/kenkyutop.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/doutoku.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/doutoku.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/gaikokugo.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/gaikokugo.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/rika.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/rika.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/bousai.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/bousai.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/tokubetusien.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/tokubetusien.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/jyugyoukaizen.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/jyugyoukaizen.html


２　 生徒指導・いじめ対策・不登校支援関連

No 資料名・サイト名 ＵＲＬ QRコード

文科 1 生徒指導提要（改訂版）

https://www.mext.go.jp/a_menu/s

hotou/seitoshidou/1404008_00001.

htm

国研 2

生徒指導リーフ
・生徒指導に関する疑問点，似て非なる実践の問題点
・きちんとした定義や評価が知りたい
・新しい概念や手法
・今、学校現場が知っておきたい話題
などにスポットを当てた生徒指導資料

https://www.nier.go.jp/shido/leaf/i

ndex.html

NITS 3
【研修動画】
生徒指導・教育相談

https://www.nits.go.jp/materials/in

tramural/theme.html - theme04-04

県 4
みやぎの心の教育
・心のケア・いじめ不登校等対策支援チーム
・SC及びSSWの活用指針・活動の手引き等

https://www.pref.miyagi.jp/site/gik

you-kkr/list1676.html

文科 5
いじめ防止対策推進法
いじめの定義　等

https://www.mext.go.jp/a_menu/s

hotou/seitoshidou/1302904.htm

文科 6 いじめ対策に係る事例集
https://www.mext.go.jp/a_menu/s

hotou/seitoshidou/1409466.htm

県 7 いじめ問題
・スクールロイヤーの効果的な活用について　他

https://www.pref.miyagi.jp/site/gik

you-ijm/index.html

県 8
教職員向けいじめ対応研修資料
・いじめ対応の手引き
・付属研修資料（動画）

https://www.pref.miyagi.jp/site/ky

ouiku/kkr-h29-ijime-kenshuu.html

文科 9
不登校
・教育機会の確保等に関する法律
・不登校児童生徒への支援　等

https://www.mext.go.jp/a_menu/s

hotou/seitoshidou/1302905.htm

県 10
不登校児童生徒支援
・学校以外の場で学ぶ児童生徒を支援するための連携
に関するガイドライン
・教育機会確保法　他

https://www.pref.miyagi.jp/site/gik

you-kkr/mkk-hutoukou.html

総セ 11
不登校対応パッケージ
みやぎ不登校サポートパック
こころ満タンサポートガイド

https://www.pref.miyagi.jp/site/so

kyos/seitosidou.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1404008_00001.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1404008_00001.htm
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https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1302904.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1302904.htm
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https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1302905.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1302905.htm
https://www.pref.miyagi.jp/site/gikyou-kkr/mkk-hutoukou.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/gikyou-kkr/mkk-hutoukou.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/seitosidou.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/seitosidou.html


３　情報教育・ICT関連

 No 資料名・サイト名 ＵＲＬ QRコード

文科 1 GIGAスクール構想の実現
https://www.mext.go.jp/a_menu/other

/index_00001.htm

文科 2 StuDX Style https://www.mext.go.jp/studxstyle/

県 3 みやぎの先生ICT活用サイト
https://sites.google.com/xyz.myswan.

ed.jp/miyagiteacherict/

総セ 4
情報教育
・ICTを活用した授業づくり
・ICT活用計画サポートパック等

https://www.pref.miyagi.jp/site/so

kyos/jouhou.html

4　キャリア教育・志教育

 No 資料名・サイト名 ＵＲＬ QRコード

文科 1
小学校キャリア教育の手引き
（改訂版）

https://www.mext.go.jp/a_menu/s

hotou/career/1293933.htm

文科 2 中学校キャリア教育の手引き
https://www.mext.go.jp/a_menu/s

hotou/career/1306815.htm

県 3 みやぎの志教育
https://www.pref.miyagi.jp/site/gik

you-kkz/

５　学校安全・防災

 No 資料名・サイト名 ＵＲＬ QRコード

県 1
みやぎ学校安全基本指針
みやぎ学校安全推進計画
学校防災マニュアル作成の手引き他

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki

/mskyoz/sannkousiryou.html

県 2 学校安全・防災
https://www.pref.miyagi.jp/site/ga

kkou-anzen-bousai/index.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm
https://www.mext.go.jp/studxstyle/
https://sites.google.com/xyz.myswan.ed.jp/miyagiteacherict/ホーム
https://sites.google.com/xyz.myswan.ed.jp/miyagiteacherict/ホーム
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/jouhou.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/jouhou.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/1293933.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/1293933.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/1306815.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/1306815.htm
https://www.pref.miyagi.jp/site/gikyou-kkz/
https://www.pref.miyagi.jp/site/gikyou-kkz/
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https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/mskyoz/sannkousiryou.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/gakkou-anzen-bousai/index.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/gakkou-anzen-bousai/index.html


６　気仙沼教育事務所

 No 資料名・サイト名 ＵＲＬ QRコード

管内 1 指導概況報告・管内の教育

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki

/mskyoz/kannnaigakkoukyouikuno

peji.html

管内 2 学習指導資料
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki

/mskyoz/gakusyuusidousiryou.html

管内 3 生徒指導・教育相談
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki

/mskyoz/seitoshidou.html

管内 4 教育班だより
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki

/mskyoz/minamikaze.html

管内 5
参考資料
・学校安全　・特別支援教育　・ICT活用
・幼小接続　・その他

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki

/mskyoz/sannkousiryou.html

管内 6 各種様式
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki

/mskyoz/kakushuyoushiki.html

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/mskyoz/kannnaigakkoukyouikunopeji.html
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/mskyoz/kannnaigakkoukyouikunopeji.html
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/mskyoz/kannnaigakkoukyouikunopeji.html
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/mskyoz/gakusyuusidousiryou.html
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https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/mskyoz/seitoshidou.html
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/mskyoz/seitoshidou.html
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/mskyoz/minamikaze.html
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